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１．目的及びこれまでの実績

今後計画している３号機原子炉格納容器（ＰＣＶ）漏えい有無
調査・補修等の作業を行う上で必要となる干渉物評価に活用す
るため、トーラス室内の３Dデータを取得する。

目的

これまでの実績

１～３号機における３Ｄデータ取得実績は以下のとおり。

【１号機】原子炉建屋１階およびトーラス室（地下階）

【２号機】原子炉建屋１階およびトーラス室（地下階）

【３号機】原子炉建屋１階
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２．計測作業の概要

３Ｄレーザスキャン計測イメージ図
（５号機でのモックアップ画像）

計測装置を搭載した遠隔操作装
置を、キャットウォーク上を自
走させて、３Dレーザスキャン
を行う。

遠隔操作装置：２号機のトーラ
ス室を計測した装置を活用。
トピー工業製Survey Runner II
に３Ｄレーザ計測装置を搭載し
て計測する。

計測装置：ＦＡＲＯ社製３Ｄレ
ーザ計測装置

３Ｄ点群データを取得する。 キャットウォーク Survey Runner II

３Ｄレーザ計測装置

１軸回転アーム治具
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３．調査対象エリア

３号機原子炉建屋地下階ﾄｰﾗｽ室の計測ﾎﾟｲﾝﾄ

遠隔操作装置を南東三角コーナよりトーラス室の外側キャットウォークへ自走さ
せ、周回して計測する。

今後、S/C内滞留水水位測定、PCV漏えい箇所調査、PCV補修のための床穿孔、
循環冷却用排水ポンプ設置等の作業が発生する可能性が考えられ、これらに対応
可能なように計測ポイントを設定。

外側ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

南東三角ｺｰﾅ

：計測ﾎﾟｲﾝﾄ

（計測ﾎﾟｲﾝﾄは
計画であり、
現場状況によ
って変更する
可能性あり。）

計測装置を搭載した遠隔操作装置の外観

：障害物により、
ｱｸｾｽ不可

①H24.7月サーベィ
ランナーが残置

②配管との干渉があり
通過不可

１

２
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４．工程案

３号機原子炉建屋トーラス室内３Ｄレーザスキャン計測を以下の
スケジュールで実施予定。

1１月 1２月 １月

工程 1２/２２～1/1３
1/14～16

３Ｄレーザスキャン計測

予備

1１/２４～1２/２１

準備


